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山本雅久会長 

本日は会員増強の地区の委員長石井

弘子様をお迎えして会員増強につい

てお話をいただきます、宜しく御指導

お願いいたします。今月の夏の会員親

睦の南知多のバーベキューのプログ

ラムについての報告のようにまだ参加者に十分に席が空

いていますので当日までの参加募集しますので皆様のご

参加を心よりお待ちしております。宜しくお願いいたしま

す。 

つづきまして来月の職業奉仕の職場見学会は中央牛乳で

す。宜しくお願いいたします。本日も充実したクラブにな

りますように宜しくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

村松 光会員 

 

 

 

 

 

お誕生日おめでとうございます！ 

 

 

鬼頭秀幸会員 

 

 

 

 

 

 

福沢省吾会員 

 皆さん、今日は。会員スピーチを担

当します福沢です。よろしくお願い

致します。 

 入会はクラブ創立から 3 ヶ月余が

過ぎた 1989 年 2 月 10 日、本年度ロータリー歴 35 年を迎

えます。この間に多くのお役をいただき、またいろいろな

奉仕活動を経験し、そして会員とのフェローシップ、深川

パストガバナーや地区の役員とのロータリー談議、ロータ

リー文庫で先人が遺した書籍を読んで「ロータリーとは何

か」を探求しながら「人生」を考えることができ、今、改

めて豊橋ゴールデンロータリークラブに入会してよかっ

たと思っています。 

 

実は先月下旬にプログラム委員長から会員スピーチの

依頼があり、さて何を話そうかと模索していたところ、手

元にあったクラブ計画書のクラブ方針に「本年度は今後の

クラブの発展と成長の礎となる意義ある創立 35 周年にす

るため、ロータリーの基本に立ち返って学び、未来を展望

した奉仕活動を目指す一年としたい」とありましたので、

今日はこれをヒントに私がロータリーで学んだロータリ

ーの一端をお話ししたいと思います。 

 

 クラブの入会は青年会議所会員の 38 歳だったので、ロ

ータリーと JC を比較して、ロータリーの基本を学ぶチャ

ンスでしたが、翌年開催する JC の全国大会を控え、手段

が目的になる位の忙しさで、「鉄は熱いうちに打て」のよう

にはいかず、タイミングを逃してしまいました。 

第 5回(通算 1619回)例会報告 令和 5年 8月 4日(金) 会員増強担当例会 

ゲ ス ト 地区会員増強委員会 委員長 石井弘子氏 

出席報告 総会員数５６名(計算会員数５１名) 欠席７名 出席率８６．２７％ 前々回修正出席率 88.00％ 

歌／会場 国歌・奉仕の理想 会場：ロワジールホテル豊橋 30F「ﾙ･ﾓﾝ」12:30～ 

会長の時間 

入会記念日祝い 

誕生日祝い 

会員スピーチ 

「私が今まで育んできたこと」 

「私が現在育んでいること」 

「私がこれから育んでいきたいこと」 
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 このように新会員時代にロータリーの基本を学ぶ機会

を失った私は、なかなかロータリアンの意義を見出すこと

ができずに、只、例会に出席するだけのロータリアンと呼

ぶにふさわしくない会員でしたが、今から 20 年前に第 26

代会長を務めた高畑皓一さんとロータリー談議を始めた

のが契機となって、以来高畑さんが病に倒れるまでの 15

年間、毎週のようにロータリー談議をした結果、「ロータリ

ーは生き方を学ぶところであり、その運動は社会をより良

くするために人をつくるところである」、そして「今迄モヤ

モヤしていた自分の人生の目的がロータリーの目的と同

じであること」が何となくわかってきました。言葉を変え

れば「思いやりの心で今をいかに生きるか」ということに

尽きるかと思います。この頃から私はロータリーが好きに

なり、例会出席が楽しくなりました。 

それでも時々行き詰まると振り返るのは必ず決議 23－

34 号でした。何故決議 23－34 号かというと決議 23－34

号はロータリーの歴史や様々な原理を集約したロータリ

ー最高のドキュメントであるからです。これからクラブの

リーダーになられる皆さんはぜひ決議 23－34 号を読みロ

ータリーを哲学して下さい。必ずロータリーが好きになり、

例会が待ちどおしくなると思います。 

 

以上のようなロータリー観を抱いた私は、会長を務めた

クラブ 30 周年度を意義ある事業年度とするため、クラブ

会員全員参加・協力のもと、東三河のロータリアンや地域

社会へ「豊橋ゴールデンロータリークラブの存在意義」と

「ロータリーは人作りを通したより良い社会づくりであ

ること」を伝えるため、「今を生きる～生きる喜びを見つけ

よう、人を作ることによって～」のテーマで記念式典を、

そして「街づくりは人作り～今を生きる私たちは未来の善

き先人になろう～」をテーマとした記念事業を開催しまし

た。 

 

最後に私の人生観をお話しします。 

 

人生において最も重要なことは世俗的な諸々の装飾物、

つまり日常生活の中で発生する様々の眼に見え、耳で聞こ

える事業の成功、富の獲得、社会的地位の達成などが人生

の目的ではなく、日常生活の中で“生きる喜び”を見つける

ことであります。 

ご静聴ありがとうございました。 

 

白井正樹会員 

今回「育む」という題でスピーチの

依頼がありましたが、果たして何を話

してよいのやら困ってしまいました。

私のこれまでの人生で自分が大事に

育んできたものは何かあるのだろうかと考えてみても仕

事以外何も思いつきません。何かを特に集中し頑張ってや

ったというものもなく、すべて中途半端な人生を送ってし

まったと少し後悔しています。それでも結果として今が幸

せなら、多少悔やむことも許されるもしれません。 

 

従いまして、今日のこの「育む」については体の健康面

のこと、もう一つは自分のやってきた仕事に関することを

話したいと思います。まず健康面で云いますと、現在私は

74 歳、人生のかなり後半に入っていることを感じるこの頃

です。特にロータリーで同世代の友人二人が突然亡くなり

大変なショックでした。私の父は 5 年前に 106 歳という長

寿で人生を全うしました。そしてその一年後母が 96 歳で

亡くなりました。このように両親ともに長生きの家系です

ので、私は 100 歳くらいまではまだまだ大丈夫であろうと

楽観していました。しかし 70 を過ぎたころから定期健診

でコレステロールや中性脂肪が基準値を大きく超え、最近

では血糖値に関する数値も高くなり、「かかりつけ医」か

らいろいろと薬をいただくようになりました。これまで

「食」に関しては食べたいものを制限なく食べていました

が、「このままではあなた糖尿病になるよ」と言われやっ

と自覚し最近「食」の改善を始めました。つい先日まで私

は「かかりつけ医」がどうして必要なのかと疑問視してい

たのに自分が毎月医者に通うようになりショックです。 

 

それにもう一つショックだったのは今年5月のゴールデ

ンカップのコンペでなんと 122 という最悪のスコアでし

た。この半年腰痛を我慢して、騙しだましやってはいまし

たが、もういけません。すぐあくる日から整形外科に通い、

今リハビリ中です。これまで健康だけが取柄でそれだけが

自慢の私でしたが、ここにきて体力に衰えを感じるように

なりました。自分が 74 歳なんて思いもよらないのですが

現実は厳しいです。まだあと 100 歳まで 26 年は自分自身

を大切に育もうと考えています。 

 

さてもう一つは仕事に関することについて私が大事に

育んできたものはクックマートというスーパーマーケッ

トです。こちらは 5 年前に息子にバトンタッチし更に成長

を始めました。実はつい最近本を出版しました。タイトル

は「クックマートの競争戦略・ローカルチェーンストア・

第三の道」というものです。これは私が書いたのではなく

息子で社長の健太郎が書いたものです。競争の厳しいスー

パー業界の中で如何にして生き残るかを第三の道という

表現で投資ファンドと組んで改革をしていくストーリー

が描かれています。投資ファンドと組むと乗っ取られるの

ではとイメージするかもしれませんが、まったく違います。 
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更なる成長のためのひとつの手段です。どんな事業でもあ

る程度の規模になると処々の難しい問題が出てきますが、

それらを解決するための人材や財務面における頭脳集団

との資本提携です。この本はローカルスーパーの経営から

見たクックマートの成長戦略について書いていますが、こ

れまで誰も気が付いていない視点での本です。業界を超え

て参考になると思います。全国販売していますので興味の

ある方は是非お買い求め頂きたいと思います。以上、今日

は本の宣伝までさせていただきありがとうございました。 

 

 

 

酒井正樹会員増強委員長 

 本年度クラブ方針『輝こう！豊橋ゴ

ールデンロータリークラブ～我がク

ラブの志と共に～』のもと、昨年に引

き続き、クラブ全員体制で 1×1（ワン

バイワン）作戦（会員 1 人が候補者 1

人を紹介する）で、一人でも多くの仲間ができるよう会員

増強活動に努めます。 

 

本年度は、本日の会員増強例会と 2 週間後の 8 月 18 日

の会員増強ミーティングの 2 日間で行います。 

小久保会員が大好きな「決議 23－34 号」も最も重要な

事柄の一つですが、会員増強は「最重要課題」と言っても

言い過ぎではないと思います。 

本日の例会では、安定したクラブ運営と活力あるクラブ

を目指すために、会員増強の必要性を全会員に改めて理解

していただき、クラブ全体で会員増強活動を進めていき、

一人でも多くの仲間ができるよう意思統一するための例

会とします。 

2023－2024 年度地区会員増強委員会 石井弘子委員長

を講師にお招きし、クラブ会員に向けて改めて会員増強の

必要性と会員増強活動に対する心構えなどのお話をして

いただきます。 

そして、2 週間後の会員増強ミーティングでは、理事役

員の方々にテーブルリーダーとなって頂きまして、歴の浅

い会員とベテランの会員が意見を出し合いながら、会員増

強は必要であるという思いを引き出していただき、ワンバ

イワンエントリーシートで候補者1名以上を提出できるよ

う進めていただきます。 

その候補者をクラブ全員体制でお誘いしていきたいと

考えております。会員増強ミーティングまで 2 週間ありま

す。こちらのワンバイワンエントリーシートを本日メール

で送らせていただきますので必要事項をご記入の上、8 月

18 日の例会にお持ちいただければと思います。皆様のご協

力を宜しくお願い致します。 

会員増強の必要性 

地区会員増強委員会 

委員長 石井弘子氏 

 コロナの影響を受けつつも地区会

員数は、1990 年代半ばからの年間 70

名ずつの減少を脱し、プラマイゼロか

ら増加に転じようとしています。豊橋

ゴールデン RC は会員減少に悩みながらも、地道な会員増

強活動を続けていらっしゃいます。この努力を続けてゆけ

ば効果は必ずあらわれます。 

会員増強とは、「クラブを強くするために、会員を増やす

」こと。究極の目的はあくまでも「クラブを強くする」こ

とであって、これを忘れた増員は、クラブの内部分裂を生

み、かえって会員減少を招きます。クラブを強くするとは

、クラブの魅力を増し、クラブに会員各人の居場所を作る

こと。どのクラブにもそのクラブにしかない魅力が必ずあ

りますが、会員はそれをあまり自覚していません。豊橋ゴ

ールデン RC の魅力は何なのか？ 話し合ってみませんか

？ 話し合ってクラブの魅力がわかったら、会員を増やす

べく走り出しましょう！ 会員が増えれば、情報が増え、

活動人員が増え、資金が増える。良いことづくめです。 

 

 

 

 

 会員を増やすには、新会員獲得と退会防止の二つの方法

がありますが、新会員獲得の絶対条件は、「クラブを強くで

きる人」を探すこと。今は足りない部分があっても、「ロー

タリアンとしての伸びしろ」のある人を探すことです。 

 

 

 

 

退会防止にあたってはあなたの常識が間違っていないか

をまず確認しましょう。地区ではこの 1 年で 371 名が入会

し、385 名が退会しています。沢山入って沢山やめている

のです。退会防止がいかに大切かわかりますね？  
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また入会間もない人の退会が突出して多いというのは

誤った常識です。確かに 3 年未満の退会者は多いですが、

転勤による退会（すぐに後任が入会します）を除けば、会

員歴にかかわらずまんべんなく退会は出ています。 

退会はクラブへの NO！ 

 

 

 

 

 

 

 

クラブを魅力的にして退会を防止しましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブを強くするために、会員を増やしてゆきましょう！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真野善和米山カウンセラー 

7 月 22 日(土)、アリウナ

ーさん（ルナさん）を自

宅にお迎えして祇園花

火を鑑賞しました。  

次回例会出席予定日は、

8月 26日(土)夏の家族会

です。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★幹事報告  

・ロータリーの友誌 8 月号掲載記事について、蒲郡 RC

創立 70 周年記念ゴルフコンペのご案内、RI 第 2760

地区ポリオ根絶チャリティーゴルフコンペのご案内が

届いております。 

 

★他クラブの例会変更 

■8 月 22 日(火) 田原パ RC ガバナー公式訪問 

■8 月 23 日(水) 豊橋東 RC 小学生バレーボール教室 

         渥 美 RC ガバナー公式訪問 

■8 月 24 日(木) 田 原 RC ガバナー公式訪問 

■8 月 28 日(月) 豊橋南 RC クラブフォーラム 

■8 月 30 日(水)  豊橋東 RC 納涼家族例会(ｻｲﾝ無) 

■8 月 31 日(木) 田 原 RC 納涼例会 

★ニコボックス 

石井弘子様(名古屋錦)：地区会員増強委員会から参り

ました。お役に立つお話を致

します。よろしくお願い。 

山本雅久・髙井龍雄：石井地区会員増強委員長卓話楽

しみにしておりました。酒井会

員増強委員長よろしくお願い。 

鬼頭秀幸：石井地区会員増強委員長卓話よろしくお願

い。 

鵜殿健次：四つのテスト唱和をさせて頂き。 

鬼頭秀幸：誕生日をお祝い頂き。 

村松 光：入会記念日をお祝い頂き。 

福沢省吾：会員スピーチをさせて頂き。 

白井正樹：会員スピーチの中で 7 月に出版した本の宣伝

をさせて頂き。 

酒井正樹：会員増強担当例会趣旨説明をさせて頂き。 

太田和彦：ニコボックスを発表させて頂き。 

太田和彦ニコボックス委員長 
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